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こ
れ
は
結
局
「
場
所
論
言
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
と
い

う
の
が
最
も
当
っ
て
い
よ
う
。
な
お
去
年
の
も
の
と
比
較
し
て

多
少
変
わ
っ
た
の
は
最
後
に
二
行
で
あ
る
。
去
年
、
私
は
個
同

士
の
相
関
と
統
合
体
に
つ
い
て
、(Im �

In )

・(In �
Im ))Š

Iintgr

と

書
い
た
の
だ
が
、
本
年
一
月
の
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
人
格
主

義
的
神
観
と
場
所
論
的
神
観
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
と
き
、

金
泰
昌
氏
が
こ
れ
を
、∑{(Im �

In )

・(In �
Im )}Š

Iintgr

と
書
く
こ

と
を
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
卓
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
し

か
し
統
合
体
は
単
な
る
関
係
の
総
和
で
は
な
い
か
ら
、
私
と
し

て
は
む
し
ろ
、∫{(Im �

In )

・(In �
Im )}=Iintgr

と
書
き
た
い
。
逆

に
い
え
ば
、
統
合
体
を
い
わ
ば
「
微
分
」
す
れ
ば
個
同
士
の
関

係
が
出
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
仏
教
的
場
所

論
の
場
合
は
、
以
下
い
ち
い
ち
こ
と
わ
ら
な
い
が
、
シ
ン
タ
ッ

序

こ
の
研
究
の
出
発
点
は
、新
約
聖
書
の
な
か
に
散
見
す
る
「
場

所
論
的
」
な
文
を
ま
と
め
る
と
如
何
な
る
形
に
な
る
か
と
い
う

こ
と
で
、
新
約
聖
書
の
場
所
論
に
つ
い
て
は
、
私
は
そ
れ
を
『
新

約
思
想
の
構
造
』（
岩
波
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
三
章
で
一
応
遂

行
し
、場
所
論
の
記
号
化
を
試
み
た
。以
下
は
そ
の
展
開
で
あ
る
。

さ
て
本
学
会
二
〇
〇
三
年
度
の
自
由
研
究
発
表
で
私
が
提
示
し

た
場
所
論
の
記
号
化
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
質
疑
と

批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
こ
と
は
場
所
論
の

正
確
な
記
号
化
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら

に
応
答
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
記
号
化
の
応
用
可
能
性
を
示
し
て

み
た
い
。
は
じ
め
に
記
号
化
さ
れ
た
場
所
論
を
提
示
し
て
お
く
。

研
究
発
表
Ⅰ   

場
所
論
の
記
号
化
に
つ
い
て　

Ⅱ

―
―

批
判
へ
の
応
答
と
記
号
化
の
応
用―

―

八
木
誠
一
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ク
ス
に
お
い
てG

をD

（D
harm

a

のD

）あ
る
い
はT

（Tathāgata
のT
）
に
置
き
換
え
て
考
え
い
た
だ
き
た
い
。
文
の
形
を
変
え

ず
に
そ
れ
が
で
き
る
こ
と
は
、
去
年
度
の
発
表
に
あ
る
通
り
で

あ
る
。
場
所
論
の
「
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
を
下
に
再
録
し
て
お
く
。

G
�

I�
 =G

�
/I�

/(G
 in I)�

/(I in G
)�

 

=(Im �
In )

・(In �
Im ) 

=(Im  in In )

・(In  in Im )Š
Iintgr  

…
（1)

た
だ
し
、 ∑{(Im �

In )

・(In �
Im )}Š

Iintgr  

∫{(Im �
In )

・(In �
Im )}=Iintgr  

…(1-1))

ま
た
、

 I

をM

（
人
間
）
と
書
き
直
せ
ば
、 

M
=S�

E�

　
（S

は
自
己
、E

は
自
我
）。 

S=C
=G

 in M

　
（C

は
キ
リ
ス
ト
）。 

…(1-2)

第
一
部　

批
判
へ
の
答

ま
ず
簡
単
に
批
判
の
内
容
と
本
論
で
の
応
答
の
要
約
を
記
し

て
お
く
。

一
、
伝
統
的
論
理
学
の
立
場
か
ら
は
「
即
」
が
論
理
的
ナ
ン

セ
ン
ス
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
田
中
裕
氏
が
伝
統
的
論
理
学

に
は
制
約
が
あ
る
旨
の
ご
指
摘
が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
私
は
伝

統
的
論
理
学
（
二
値
論
理
）
か
ら
し
て
「
即
」
を
否
定
し
た
の

で
は
な
い
。「
即
」
に
は
異
な
る
観
点
か
ら
言
え
る
こ
と
が
一
緒

に
語
ら
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
場
所
論
の
必
然
で
あ
る
）
か
ら
、

伝
統
的
論
理
か
ら
み
れ
ば
不
合
理
な
矛
盾
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
だ
が
、「
即
」
は
伝
統
的

論
理
を
単
に
無
視
な
い
し
排
斥
す
る
の
で
は
な
い
、
か
え
っ
て

場
所
論
論
理
は
伝
統
的
論
理
を
そ
の
一
面
と
し
て
含
む
、
と
い

う
こ
と
が
私
の
主
張
で
あ
る
。

二
、
場
所
論
の
論
理
性
（
二
項
的
に
表
現
さ
れ
る
「
即
」）
と

竜
樹
の
四
句
否
定
の
関
係
に
つ
い
て
ベ
ッ
カ
ー
氏
か
ら
質
問
が

あ
っ
た
。
検
討
し
て
み
た
結
果
、
二
項
的
な
「
即
」
と
四
項
の

四
句
否
定
と
は
、「
無
分
別
の
分
別
」
と
し
て
等
価
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
四
項
を
二
項
に
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
だ
、
と
い
っ

て
も
よ
い
。

三
、（1
）
式
の
第
一
行
、(G

 in I)�
/(I in G

)�

の
場
合
、

第
一
項
と
第
二
項
と
でin

の
意
味
が
違
う
の
は
、
記
号
の
使
い
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方
と
し
て
問
題
だ
と
い
う
田
中
裕
氏
の
批
判
に
対
し
て
。

そ
れ
は
私
自
身
気
付
い
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
我
々
の
問
題
は
場
所
論
で
あ
る
。
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
が

場
所
の
構
造
を
映
し
て
い
る
限
り
、
語
義
が
場
所
に
よ
り
、
ま

た
関
係
の
相
手
に
よ
り
、
変
わ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
変
わ
ら

な
い
方
が
お
か
し
い
。
実
は
「in
」
だ
け
で
は
な
く
、「�

」、「G

」、

「I

」
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
上
記
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
に
お
い
て

各
項
を
場
所
論
の
「
ト
ポ
ス
」
と
い
え
ば
、
ト
ポ
ス
は
場
所
論

の
ト
ピ
ッ
ク
を
示
す
と
い
え
る
。
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
は
場
所
論
に

は
い
か
な
る
（
基
本
的
）
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
何
が

如
何
に
語
ら
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
応
用
。
こ
れ
は
批
判
へ
の
応
答
で
は
な
く
、
記
号
化
の

応
用
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
即
」
の
記
号
化
か
ら
禅
問
答
の
形

式
に
つ
い
て
の
あ
る
見
通
し
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、
我
々
の
会
合
で
は
出
な
か
っ
た
が
、
神
を
記
号
化
す

る
と
は
な
に
ご
と
で
あ
る
か
と
い
う
反
発
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
第
一
に
言
語
は
す
べ
て
記
号
で
あ
り
、

言
葉
を
用
い
て
神
を
語
れ
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
記
号
化
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
我
々
の
記
号
化
は
直
接
に
は
事
柄
の

記
号
化
で
は
な
く
、
場
所
論
的
言
語
の
語
と
文
形
式
、
つ
ま
り

場
所
論
的
思
考
の
記
号
化
で
あ
る
こ
と
だ
。
た
だ
し
こ
れ
は
、

記
号
化
が
間
接
的
に
事
柄
の
記
号
化
と
な
る
こ
と
を
排
除
す
る

も
の
で
は
な
い
。

本
文

（
Ⅰ
）
作
用
的
一
（
即
）
の
論
理
性
に
つ
い
て
。「
作
用
的
一
」

の
分
析
は
、
古
典
論
理
を
否
定
し
つ
つ
肯
定
す
る
場
所
論
の
論

理
性
を
示
す
。
そ
れ
は
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
え
る
。
そ
の

た
め
以
下
で
は
伝
統
的
論
理
の
論
理
性
を
「
分
別
の
論
理
性
」、

そ
れ
を
単
に
否
定
す
る
論
理
性
を
「
無
分
別
の
論
理
性
」
と
い

う
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
て
、
分
別
の
論
理
性
を
伝
統
的
論
理
学

に
し
た
が
っ
て
三
つ
の
論
理
法
則
で
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。（
蛇
足
だ
が
「⌫

」
は
「
な
ら
ば
」、「
・
」
は
「
か
つ
」（and

）、

「⌵
」
は
「
あ
る
い
は
」（or

）、「~

」
は
否
定
で
、
以
上
は
一
般

的
な
論
理
記
号
で
あ
る
）。

p⌫
p 

 （p
な
ら
ばp

で
あ
る
、p

はp

で
あ
る
、 

と
い
う
同
一
律
）

~(p

・~p) 
  （p

で
あ
り
、
か
つ
非p

で
あ
る
こ
と
は
な
い
、 
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と
い
う
矛
盾
律
）

p⌵
~p 

 （p

か
、
あ
る
い
は
非p

か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
、 

と
い
う
排
中
律
）

た
だ
し
、p⌫

p

（
同
一
律
）
を
書
き
直
す
と~(p

・~p)

（
す

な
わ
ち
矛
盾
律
）
に
な
り
、
矛
盾
律
を
書
き
直
す
と~(~p

・

~~p)

（
す
な
わ
ち
排
中
律
）
に
な
る
（
こ
こ
で~~p

はp

の
二

重
否
定
で
、p

の
こ
と
で
あ
る
）。
つ
ま
り
上
記
の
三
原
則
は
要

す
る
に
同
一
事
の
異
な
っ
た
表
現
で
、
相
互
に
書
き
換
え
可
能

で
あ
る
。

さ
て
、
前
回
の
研
究
発
表
の
折
、
私
が
田
中
氏
か
ら
学
ん
だ

の
は
、
同
一
律
の
否
定
の
形
で
あ
っ
た
。

Ａ　

同
一
律
の
否
定
。~(p⌫

p)=(p⌫
~p)

・(~p⌫
p) 

…
（2

）

Ｂ　

と
こ
ろ
で
、p⌫

~p=~p, ~p⌫
p=p　

だ
か
ら
、(p⌫

~p)

・
(~p⌫

p)=~p

・p

。
こ
れ
は
む
ろ
ん
矛
盾
律
の
否
定
で
あ
る
。
さ

ら
に
こ
れ
を
書
き
直
し
た~p

・~~p

は
排
中
律
の
否
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
分
別
知
の
論
理
性
を
否
定
し
た
論
理
性
を
「
無

分
別
の
論
理
性
」
と
い
お
う
。
す
る
と
場
所
論
の
中
心
で
あ
る

作
用
的
一
の
論
理
性
は
ど
う
な
る
か
。

Ｃ　
「G

�
I�

」
に
お
け
るI�

の
矢
印
（I

「�

」)

は
作
用
的

一
を
示
す
。
作
用
的
一
の
論
理
性
が
問
題
で
あ
る
。
作
用
的
一

は
「
人
の
愛
は
神
か
ら
出
る
」
と
い
わ
れ
る
愛
に
み
ら
れ
る
、

神
と
人
と
の
「
働
き
」
の
一
で
あ
っ
て
、
決
し
て
神
と
人
と
の

実
体
的
一
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
欲
し
い
。
さ
て
「
愛
は

神
か
ら
出
る
」
と
い
う
場
合
の
作
用
的
一
は
、
神
の
働
き
をp

、

人
の
働
き
を~p

と
お
く
時
、
ま
ず
は
下
記
の
（3

）
の
形
す
な

わ
ち
無
分
別
の
論
理
性
の
形
に
な
る
。
た
だ
し
、p⌫

~p

が
作

用
的
一
の
場
面
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
き
、
そ
れ
は
「
神
の
働

き
は
人
の
働
き
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、(~p⌫

p)

は
、「
人

の
働
き
は
神
の
働
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

(p⌫
~p)

・(~p⌫
p)=p

・~p　

 

…(3)

し
か
る
に
、
場
所
論
は
、
神
の
働
き
は
神
の
働
き
で
あ
っ
て

人
の
働
き
で
は
な
く
、
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
と
い
う
面
が
あ
る

こ
と
を
認
め
る
。
そ
う
で
な
い
と
神
の
働
き
は
全
く
無
差
別
に

人
に
働
き
で
あ
る
（
恒
等
）
に
な
り
、
神
と
人
の
働
き
は
無
差

別
の
同
義
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
働
き
は
神
の
働
き
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
人
の
働
き
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
だ
、
と
い
う
面
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
分
別
の
論
理
性
で
あ
る
（
上
記
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の
よ
う
に
矛
盾
律
は
排
中
律
の
形
に
書
き
直
せ
る
）。
こ
の
面
を

見
落
と
さ
ず
に
下
記
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

(p⌫
p)=p⌵

~p 

…
（4

）

す
る
と
作
用
的
一
に
は
（3

）
と
（4

）
の
両
面
が
あ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
両
者
を
一
緒
に
表
記
す
る
た
め
に
「/

」
記
号

（and/or

）
を
導
入
す
る
。
こ
の
重
層
性
は
、
作
用
、
場
所
と
と

も
に
、
場
所
論
の
基
礎
語
に
属
す
る
。
重
層
性
と
は
、「
愛
は
神

か
ら
出
る
」
に
つ
い
て
、「
愛
は
神
の
働
き
で
あ
り
、
ま
た
人
の

働
き
で
あ
る
」（
つ
ま
りand

）
と
、「
愛
は
神
の
愛
か
人
の
愛

か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」（
つ
ま
りor

）
の
両
方
が
い
え
る
こ
と

で
あ
る
。

p/~p=(p

・~p)

・(p⌵
~p)　

 

…
（5
）

注
意
。(p

・~p)

・(p⌵
~p)

は(~p

・~~p)

・(p⌫
p)

等
と
書

き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
に
、（5

）
式
右
辺
の
第
一
項
に

は
分
別
論
理
三
原
則
を
否
定
す
る
ど
の
形
が
き
て
も
い
い
し
、

第
二
項
に
は
分
別
論
理
三
原
則
の
ど
の
形
が
き
て
も
よ
い
。

す
る
と
即
をp/~p

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
りp/~p

等
は
「
即
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
「
色
即
是

空
」
だ
が
、「
色
は
空
と
異
な
ら
な
い
」（
色
か
つ
空
）
と
、「
色

は
色
で
あ
っ
て
空
で
は
な
い
」（
色
か
空
か
の
ど
ち
ら
か
だ
）
と

の
二
重
性
は
、「/

﹈
を
使
え
ば
「
色/

空
」
と
書
け
る
わ
け
だ
。

だ
か
ら
（5

）
の
左
辺
は
「p

即~p

」
と
読
む
。
こ
こ
で
は
「
神

の
働
き『
即
』人
の
働
き
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
体
的
な「
神

即
人
」
で
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
は(G

 in I)/(I in 

G
)

と
同
じ
意
味
で
も
な
い
。(G

 in I)/(I in G
)

は
神
が
人
の
主

体
で
あ
り
根
拠
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
上
記
（5

）
式

の
意
味
は
、
あ
く
ま
で
「G

�
I�

」
右
端
の
「�

」
に
つ
い
て
、

こ
れ
が
神
の
働
き
で
あ
り
、
人
の
働
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
る
とp/~p

が
場
所
論
の
論
理
性
を
示
す
こ
と
に
な

る
。
以
上
の
よ
う
に
合
意
し
て
即
を
（5

）
式
で
書
き
表
す
と
、

一
般
に
命
題
式
の
変
形
が
簡
単
か
つ
整
合
的
に
な
る
。
要
す
る

に
（5

）
式
は
場
所
論
の
論
理
性
を
示
す
。
場
所
論
の
論
理
性
は

即
（p

と~p

のand/or

）
で
あ
る
。
こ
の
論
理
性
は
分
別
を
認

め
た
上
で
の
無
分
別
性
だ
か
ら
「
無
分
別
の
分
別
」、
あ
る
い
は

「
無
分
別
」
即
「
分
別
」
と
い
え
る
（
後
述
）。
な
お
、「
即
」
の

場
合
、/

の
両
側
に
は
矛
盾
概
念
が
来
る(p/~p

）。
単
に
対
立

す
る
概
念
で
は
「
即
」
に
な
ら
な
い
（
た
と
え
ば
赤/

青
は
「
赤
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か
あ
る
い
は
青
」
で
、
赤
即
青
で
は
な
い
）。

結
論　

場
所
論
の
論
理
性

（5
）
の
論
理
性
（
即
）
を
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。「
有
は
有
で
あ
っ
て
無
で
は
な
い
」
と
い
う
の
は
分

別
知
の
立
場
、「
有
は
無
で
あ
り
、
無
は
有
で
あ
る
」
と
い
う
の

は
無
分
別
知
の
立
場
で
、
有
即
無
を
い
う
の
は
、
両
者
の
二
重

性
を
見
る
「
無
分
別
の
分
別
」（
鈴
木
大
拙
）
の
立
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
真
理
表
を
作
っ
て
検
討
し
て
み
れ
ば
直
ち
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
分
別
の
論
理
か
ら
み
れ
ば
「
即
」
の
論
理
は
ナ
ン

セ
ン
ス
だ
が
、
即
（
無
分
別
の
分
別
）
か
ら
み
る
と
、
無
分
別

と
分
別
は
そ
れ
ぞ
れ
「
無
分
別
の
分
別
」
の
一
面
で
あ
り
、「
無

分
別
の
分
別
」
が
場
所
論
の
具
体
的
現
実
性
を
表
現
す
る
こ
と

に
な
る
。

な
お
「
無
分
別
の
分
別
」
の
論
理
性
に
は
「
人
の
働
き
は
人

の
働
き
で
あ
る
」
と
い
う
面
と
「
人
の
働
き
は
神
の
働
き
で
あ

っ
て
、
人
の
働
き
で
は
な
い
」
と
い
う
面
が
あ
る
。
後
者
の
例

は
た
と
え
ば
パ
ウ
ロ
が
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
の
行
為
で
あ
る
伝
道

に
つ
い
て
「
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
が
私
を
通
し
て
行
っ
た
こ
と
だ
」

（
私
の
働
き
で
は
な
い
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
（
ロ
ー
マ

一
五
・
一
八
）。
こ
れ
を
仏
教
的
に
表
現
す
れ
ば
、
パ
ウ
ロ
の
仕

事
は
無
心
の
行
為
で
あ
っ
て
、
単
な
る
自
我
の
行
為
（
人
為
）

で
は
な
い
、
つ
ま
り
作
は
無
作
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ

エ
ス
は
「
施
し
を
す
る
と
き
に
は
右
手
の
し
て
い
る
こ
と
を
左

手
に
知
ら
せ
る
な
」
と
い
う
（
マ
タ
イ
六
・
三
）。
こ
れ
も
作
が

無
作
で
あ
る
例
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
竜
樹
の
四
句
否
定
と
即
に
つ
い
て
。
ベ
ッ
カ
ー
氏
の
質

問
（
四
項
の
四
句
否
定
を
二
項
の
「
即
」
に
還
元
で
き
る
か
）

に
答
え
る
。
さ
て
、
上
記
の
よ
う
に
即　

p/~p=(p

・~p)

・(p⌵

~p)

は
「
無
分
別
の
分
別
」
の
論
理
性
を
示
す
。

と
こ
ろ
で
、
四
句
否
定
に
お
い
て
、　

有
をp

、
無
を~p

と

置
く
。
す
る
と
四
句
否
定
は
「
有
で
は
な
い
、
無
で
は
な
い
、

有
か
つ
無
で
は
な
い
、
非
有
か
つ
非
無
で
は
な
い
」
だ
か
ら
、

記
号
化
す
る
と
、

~p

・~~p

・~(p

・~p)

・~(~p

・~~p)

と
こ
ろ
で
、
第
一
項
と
第
二
項
を
併
せ
る
と
、~p

・~~p 

=~~p
・~p=p

・~p

だ
か
ら
、
こ
れ
は
無
分
別
の
論
理
性
で
あ
る
。

他
方
、
第
三
項
の~(p

・~p)

は
（
分
別
知
の
）
矛
盾
律
で
あ
り
、
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第
四
項
の~(~p

・~~p)

は
（
分
別
知
の
）
排
中
律
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
本
論
考
の
冒
頭
に
出
て
い
る
分
別
論
理
の
三
原
則
を

見
ら
れ
た
い
。
だ
か
ら
こ
の
両
者
を
分
別
知
の
立
場
と
し
て
く

く
る
。
す
る
と
四
句
否
定
は
全
体
と
し
て「
分
別
知
・
無
分
別
知
」

と
な
り
、「
無
分
別
の
分
別
」
の
論
理
性
を
示
す
。
あ
る
い
は
こ

う
い
っ
て
も
よ
い
。
四
句
否
定
の
第
一
項
と
第
二
項
を
ま
と
め

る
と~p

・~~p=~~p

・~p=p
・~p
と
な
り
、
ま
た
第
三
項
（
矛

盾
律
）
は
第
四
項
の
排
中
律
に
還
元
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
をp⌵

~p

と
書
く
と
、
竜
樹
の
四
句
否
定
は(p
・~p)
・(p⌵

~p)

と
な
る
。

こ
れ
は
「
即
」(5

）
と
等
し
い
。

結
論
。
四
句
否
定
は
二
項
の
「
即
」(p/~p)

に
還
元
で
き
る
。

あ
る
は
、
二
項
の
即
を
四
項
に
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
即
と
は
、「（
無
分
別
・
分
別
）・（
無
分
別/

分
別
）」

の
こ
と
だ
、と
い
う
な
ら
、こ
れ
は「
無
分
別/

分
別
」と
書
け
る
。

こ
れ
が
四
項
的
だ
と
い
う
の
は
、
無
分
別
も
分
別
も
、
記
号
化

す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
二
項
ず
つ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
書

く
と
便
利
な
場
合
も
あ
る
（
後
述
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
あ
え
て

区
別
を
立
て
れ
ば
、「/

」
で
は
な
く
「
・
」
を
使
っ
て
、「
無
分

別
・
分
別
」
と
書
け
ば
、
こ
れ
は
「
無
分
別
の
分
別
」
だ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

無
分
別
「
の
」
分
別
は　

(p

・~p)

・(p⌫
p)

無
分
別
「
即
」
分
別
は　

(p

・~p)/(p⌫
p)

た
だ
し
、

(p

・~p)/(p⌫
p) =(p

・~p)

・(p⌫
p)

・(p

・~p)⌵
(p⌫

p) 

=(p

・~p)

・(p⌫
p)

説
明　

(p

・~p)

・(p

・~p)=(p

・~p), (p⌫
p)⌵

(p⌫
p)=p⌫

p

で
あ
る
。
以
下
同
様
。

だ
か
ら
「
分
別
『
の
』
分
別
」
と
「
無
分
別
『
即
』
分
別
」

は
内
容
上
同
一
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
項
（
ト
ポ
ス
）
に
よ
っ
て
記
号
の
意
味
が
違
う
こ
と
、

ト
ポ
ス
は
ト
ピ
ッ
ク
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
。
ま
ず
我
々
の
シ

ン
タ
ッ
ク
ス
を
再
録
す
る
。

G
�

I�
 =G

�
/I�

/(G
 in I)�

/(I in G
)�

 

=(Im �
In )

・(In �
Im ) 

=(Im  in In )

・(In  in Im ) 

Š
Iintgr  

…
（1

）

（1

）
は
場
所
論
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
だ
か
ら
ト
ポ
ス
（
項
）
が
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違
え
ば
関
係
の
相
手
が
違
う
。
す
る
と
語
義
も
違
っ
て
く
る
。

「in
」
だ
け
で
は
な
く
、「�

」、「G

」、「I

」、
な
ど
も
ト
ポ
ス
に

よ
っ
て
意
味
が
違
う
。
違
う
か
ら
こ
そ
、
場
所
論
に
お
い
て
神
、

人
、
一
、
作
用
、
な
ど
に
つ
い
て
の
異
な
っ
た
語
り
方
が
示
さ

れ
る
。
同
じ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
な
ら
、
記
号
は
い
つ
も
、
ど
こ

で
も
、
同
義
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
伝
統
論
理
学
の
立

場
で
あ
る
。
違
う
か
ら
我
々
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
は
、
以
下
の
よ

う
に
、
場
所
論
に
は
諸
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
何
が
如

何
に
語
ら
れ
る
か
を
示
す
。（1

）
式
を
参
照
し
つ
つ
以
下
を
見

ら
れ
た
い
。

１　

Ｇ
に
つ
い
て

実
際
、G

は
位
置
に
よ
っ
て
意
味
が
違
う
。
左
辺G

�
I�

の
G

は
人
と
作
用
的
一
を
な
す
限
り
に
お
い
て
の
神
で
あ
る
。
右

辺
の
一
行
は
神
と
人
の
相
互
内
在
関
係
を
示
す
が
、(G

 in I)�

で
はG

は
超
越
的
主
体
で
、(I in G

)�

のG

は
超
越
的
述
語

面
で
あ
る
。
神
が
働
く
と
は
、
超
越
的
主
体
が
超
越
的
述
語
と

逆
説
的
に
一
だ
と
い
う
こ
と
で
、
西
田
に
は
前
者
が
、
西
欧
的

キ
リ
ス
ト
教
に
は
後
者
が
、
希
薄
で
あ
る
。
し
か
し
仏
教
に
も

超
越
的
主
体
面
が
あ
る
。例
え
ば「
釈
迦
弥
勤
は
猶
是
れ
他
が
奴
。

し
ば
ら
く
道
え
、他
は
是
阿
誰
ぞ
」
の
「
他
」
が
そ
う
で
あ
る
（
無

門
関
四
五
則
）。

さ
ら
に
右
辺
第
一
行
第
一
項
のG

は
神
と
し
て
の
神
、
神
秘

の
背
後
に
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
み
ず
か
ら
の
も
と
に
お
け
る
神
、

deus a se 

の
こ
と
で
、
し
か
も
場
所
論
で
は
「
働
く
も
の
」
と

し
て
の
神
で
あ
る
（G

�
)

。
た
だ
し
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
シ
ン
タ

ッ
ク
ス
の
全
体
を
踏
ま
え
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
項
が
「/

」
で
結
合
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
、

「/

」
は
「=

」
と
書
き
直
せ
る
か
ら
（
こ
れ
は
去
年
の
発
表
で
明

ら
か
に
し
た
こ
と
）、
一
項
は
他
の
す
べ
て
の
項
を
含
意
す
る
。

各
項
目
で
は
全
体
の
一
面
が
前
面
に
出
て
、
他
面
が
隠
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
す
る
と
、
た
と
え
ばG

�
I�

は
い
わ
ば
各
項
の

共
通
分
母
で
あ
る
。
各
項
と
も
、
そ
れ
だ
け
が
他
と
無
関
係
に

孤
立
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
場
所
論
言
語
の
特
徴
で
、

い
ち
い
ち
こ
と
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
つ
い
て
い
え

る
こ
と
で
あ
る
。
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２　

Ｉ
（
個
）
に
つ
い
て

G
�

I�
のI�

は
神
と
作
用
的
一
を
な
す
限
り
の
人
の
こ
と

で
あ
る
。ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
イ
エ
ス
は
神
と
の
作
用
的
一
で
、「
私

と
父
は
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
（
一
〇
・
二
五
、三
〇
）。

右
辺
第
二
項
のI�
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
殺
仏
殺
祖
、
殺
仏

殺
神
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
の
「
我
」
の
事
で
あ
る
（
個
人
性
。

あ
る
い
は
独
一
性
）。
久
松
真
一
の
無
相
の
自
己
で
あ
る
。
た
だ

し
こ
れ
は
「
働
く
神
」
を
映
す
も
の
と
し
て
の
働
く
人
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
を
と
れ
ば
天
上
天
下
唯
我
独
尊
だ
が
、
こ

れ
が
単
な
る
無
神
論
と
違
う
の
は
、I�

は
我
々
の
シ
ン
タ
ッ

ク
ス
全
体
を
含
意
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
イ

エ
ス
は
自
分
に
つ
い
て
「I am

」
と
い
う
（
一
三
・
一
九
）。

３　

右
辺
第
二
行
、
第
三
行
の
Ｉ
に
つ
い
て
。

(Im �
In )

・(In �
Im )

は
個
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
作

用
的
な
か
か
わ
り
一
般
）
を
意
味
す
る
。
個
は
関
係
の
な
か
に

し
か
存
立
し
え
な
い
。
ま
た
、(Im  in In )

・(In  in Im )

は
個
同
士

の
フ
ロ
ン
ト
構
造
を
意
味
す
る
（
以
上
、
対
人
性
。
第
二
、
第

三
行
は
対
人
性
を
示
す
わ
け
で
あ
る
）。Iintgr

で
は
、I

は
統
合

体
の
一
部
（
新
約
聖
書
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
が
ら
だ
と
し
て
の

教
会
の
一
成
員
）
で
あ
る
（
共
同
体
性
）。
第
四
行
は
人
の
共

同
性
を
示
す
わ
け
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、G

�
I�

=(G
 in 

I)/(I in G
), I=M

=S�
E�

(1-2

式)

は
、「
私
が
私
で
あ
る
」
構

造
を
示
す
。

４　
「
一
」
に
つ
い
て

一
に
も
諸
義
が
あ
る
。
第
一
行
の
、G

�
I�

は
作
用
的
一
を

意
味
す
る
。G

�

、I�

は
独
一
性
の
一
を
示
す
。(G

 in I)�
/(I 

in G
)�

はG

とI

と
の
相
互
内
在
の
一
で
あ
る
。(Im �

In )

・

(In �
Im )

は
相
互
作
用
に
よ
る
結
合
の
一
で
あ
る
（
主
客
関
係
に

直
し
て
い
え
ば
、
主
客
の
一
の
こ
と
に
な
る
）。
ま
た
、(Im  in 

In )

・(In  in Im )

は
フ
ロ
ン
ト
構
造
（
含
み
合
い
）
の
一
で
あ
る
。

Iintgr　

は
作
用
し
あ
うI

が
作
る
「
ま
と
ま
り
の
一
」
を
あ
ら
わ

す
。in

と�

に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
あ
る
。
要
す
る
に

シ
ン
タ
ッ
ク
ス
は
ト
ポ
ス
毎
の
ト
ピ
ッ
ク
を
示
す
の
で
あ
る
。

(

Ⅳ
）
展
開
と
応
用
。
即
（p/~p

）
と
上
記
の
シ
ン
タ
ッ
ク

ス
を
禅
問
答
の
分
析
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
論
を
先
取
す

れ
ば
、
禅
問
答
は
場
所
論
の
論
理
の
意
味
で
実
に
論
理
的
か
つ
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整
合
的
だ
と
い
え
る
。
さ
て
禅
問
答
の
形
式
に
は
即
の
論
理

性
（p/~p

）
か
ら
導
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
我
々
の
シ

ン
タ
ッ
ク
ス
が
答
の
所
在
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
ま
ず
「
即
」

(p/~p=(p
・~p)
・(p⌵

~p)

の
右
辺
第
二
項
を
（p⌫

p

）
の
形
に

直
し
、
即
と
し
てp/~p=(p

・~p)

・(p⌫
p)

の
形
を
と
る
。
す

る
と
右
辺
は
す
な
わ
ち
「p

はp

で
は
な
い
」・「p

はp

で
あ
る
」

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
問
答
の
形
に
直
し
て
み
る
。
こ
れ
は

基
準
的
な
形
式
だ
と
い
え
よ
う
。

１　

基
準
的
な
形
式

問
１ 

p

と
は
何
か
。

答
１
ａ 

 ~p

で
あ
る
（
無
分
別
の
答
、
あ
る
い
は
「
無
分
別
の

分
別
」
の
無
分
別
の
答
）。

１
ｂ 

 p

で
あ
る
（
分
別
の
答
）。

問
２ 

~p

と
は
何
か
。

答
２
ａ 

  p

で
あ
る
（
無
分
別
の
答
、
あ
る
い
は
「
無
分
別
の

分
別
」
の
無
分
別
の
答
）

２
ｂ 

~p

で
あ
る
（
分
別
の
答
）。

問
３ 

畢
竟
如
何
。

答
３ 

 p

即~p

（「
無
分
別
の
分
別
」
の
答
。
単
な
る
分
別
に

は
答
え
ら
れ
な
い
）。

基
準
形
式
を
以
下
の
よ
う
に
単
純
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
１ 

p

と
は
何
か
。

答
１ 

非p

で
あ
る
。

問
２ 

非p

と
は
何
か
。

答
２ 

p

で
あ
る
。

問
３ 

畢
竟
如
何
。

答
３ 

p

「
即
」
非p

。

こ
こ
ま
で
の
形
に
従
っ
て
般
若
心
経
の
一
節
を
問
答
形
に
直

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

色
と
は
何
か
。

空
で
あ
る
。（
色
は
空
に
異
な
ら
ず
）

空
と
は
何
か
。

色
で
あ
る
。（
空
は
色
に
異
な
ら
ず
）

畢
童
如
何

色
即
是
空

つ
ま
り
我
々
の
方
法
は
場
所
論
の
文
の
分
析
の
役
に
立
つ
の
で
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あ
る
。（
た
だ
し
、
上
の
形
の
一
部
分
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
問
答

も
あ
る
。）

と
こ
ろ
で
、
実
は
問
答
は
答
３
（「p/~p

」)

で
は
終
わ
ら
な

い
の
で
あ
る
。
下
記
の
問
４
こ
そ
が
禅
問
答
の
中
心
で
、
こ
れ

に
一
定
の
答
は
な
い
。
こ
の
答
に
答
え
る
人
の
力
量
が
あ
ら
わ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
禅
問
答
の
も
っ
と
も
肝
心
の
と
こ

ろ
は
一
般
形
式
に
解
消
さ
れ
な
い
。

問
４ 

そ
れ
（p

即
非p)

を
こ
こ
に
出
し
て
み
よ
。

答
４ 

「
そ
れ
」
を
現
前
さ
せ
る
。

例　

碧
巌
録
第
一
則
で
梁
の
武
帝
は
達
磨
大
師
に
、
有
で
も

な
く
無
で
も
な
い
聖
諦
第
一
義
を
問
う
。
こ
れ
は
問
で
あ
り
、

武
帝
は
お
そ
ら
く
有
即
無
と
い
う
答
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
達
磨
大
師
は
答
３
を
飛
び
越
し
て
い
き
な
り
廓
然
無
聖

と
答
え
る
。
こ
れ
は
答
４
で
あ
る
。
敷
衍
し
て
み
る
と
問
答
の

形
は
こ
う
で
あ
ろ
う
。有
と
は
何
か
。無
で
あ
る
。無
と
は
何
か
。

有
で
あ
る
。
畢
竟
如
何
。
有
即
無
。
そ
の
聖
諦
第
一
義
を
こ
こ

に
出
し
て
み
よ
。
廓
然
無
聖
。

２　

一
問
一
答
の
形

上
記
の
問
答
の
形
は
「
即
」（p/~p)

か
ら
導
か
れ
た
も
の
だ

が
、「
仏
法
と
は
何
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
い
き
な
り
答
４
が

出
さ
れ
、
そ
の
答
が
我
々
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
な
か
に
み
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
（1

）
式
第
二
項
の
「I�

」
は
し

ば
し
ば
問
４
へ
の
答
（
つ
ま
り
答
４
）
と
な
る
。「
仏
法
と
は
何

か
」
と
い
う
よ
う
な
問
に
働
く
「I�

」
の
具
体
性
で
答
が
提
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

例　

僧
、
大
龍
に
問
う
、
色
身
敗
壊
、
如
何
な
る
か
是
堅
固

法
身
。
龍
い
は
く
、
山
花
開
い
て
錦
に
似
、
澗
水
湛
え
て
藍
の

ご
と
し
（
碧
巌
録
八
二
）。
こ
れ
は
ま
ず
は
上
記
の
問
１
と
答
１

だ
が
、
こ
の
答
１
は
同
時
に
答
４
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
例
。

問
「
永
遠
と
は
何
か
」。
答
「
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」。

答
に
は
体
（「I

」�

、
具
体
的
存
在
）
中
心
に
答
え
る
も
の

と
用
（I

「�

」、
働
き
）
中
心
に
答
え
る
も
の
と
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も―

―

我
々
の
用
語
で
い
え
ば―

―

シ
ン
タ
ッ
ク

ス
の
全
体
を
踏
ま
え
た
上
で
の―

―

「I�

」
が
答
４
で
あ
る
。

　

体　

麻
三
片
（
碧
巌
録
一
二
）、花
薬
欄
（
三
九
）、大
根
（
碧
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巌
録
三
〇
）、
山
路
き
て
な
に
や
ら
ゆ
か
し
菫
草
、
な
ど
。

　

用　

倶
胝
一
指
を
立
て
る
（
碧
巌
録
一
九
）、
百
丈
大
雄
峰

（
碧
巌
録
二
六
）、
雲
門
両
手
を
ひ
ろ
げ
る
（
碧
巌
録
五
四
）、

　

金
牛
飯
桶
（
碧
巌
録
七
四
）、
な
ど
。

３シ
ン
タ
ッ
ク
ス
第
三
行
、
第
四
行
の
関
係
性
す
な
わ
ち(Im �

In )

・(In �
Im )=(Im  in In )

・(In  in Im )

で
答
が
出
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。
仰
山
間
三
聖
（
碧
巌
録
六
八
）
が
そ
う
で
あ
る
。

問
１ 

慧
寂
が
慧
然
に
問
う
。
君
の
名
は
何
だ
。

答
１ 

慧
然
が
答
え
る
。
私
の
名
は
慧
寂
だ
。

問
２ 

慧
寂
が
反
問
す
る
。
そ
れ
は
私
の
名
だ
が
。

答
２ 

慧
然
が
答
え
る
。
そ
れ
で
は
私
は
慧
然
だ
。

問
３
と
答
３　

 

問
４
を
飛
び
越
え
て
、
慧
寂
が
み
ず
か
ら
答
４

を
与
え
る
。

答
４ 

慧
寂　

呵
々
大
笑

４即
を(p⌵

~p)/~(p⌵
~p)

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は「
選

択
す
る
」
即
「
選
択
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形

を
用
い
た
問
答
が
あ
る
。
こ
の
問
答
の
形
を
上
記
の
基
準
形
式

を
モ
デ
ル
に
し
て
あ
ら
か
じ
め
構
成
し
て
お
く
と
以
下
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

p=

生
、~p=

死　

と
お
い
て
例
示
す
る
。

問
１ 

 

生
か
死
か
。

答
１ 

 「
生
か
死
か
」
の
否
定
、
す
な
わ
ち
生
で
も
な
い
、
死

で
も
な
い
。（
あ
る
い
は
、
生
が
死
で
、
死
が
生
だ
）

問
２ 

 「
生
で
も
な
い
、死
で
も
な
い
」と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。

答
２ 

 「
生
で
も
な
い
、
死
で
も
な
い
」
の
否
定
、
す
な
わ
ち

生
で
あ
る
か
、
死
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と

だ
。

問
３ 

畢
竟
如
何
。

答
３ 

 「
生
で
も
な
い
、
死
で
も
な
い
」
即
「
生
か
死
か
ど
ち

ら
か
で
あ
る
」。 

（
あ
る
い
は
、
生
即
死
）

問
４ 

 
そ
れ
を
こ
こ
に
出
し
て
み
よ
。

答
４ 
答
が
出
さ
れ
る
。
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説
明
（
下
記
の
記
号
に
よ
る
演
算
が
説
明
に
な
る
）。

問
１ 

 p
か
、
非p

か
。 

 p⌵
~p

答
１ 

  (p⌵
~p)

の
否
定
。
す
な
わ
ち
「p

で
も
な
い
、
非p

で
も
な
い
」。 

~(p⌵
~p)=~p

・~~p=p
・~p

p

・~p

は
分
別
の
論
理
性
を
否
定
す
る
無
分
別
だ
か
ら
、
答

1

は
、p

が
非p

で
、
非p

がp

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
２ 

 「p

で
も
な
い
、
非p

で
も
な
い
」
と
は
如
何
な
る
こ

と
か
。

答
２ 

 (~p

・~~p p)

の
否
定
。
す
な
わ
ち
「p

で
あ
る
か
、

非p

で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
だ
」。 

~(~p

・~~p p)=p⌵
~p

問
３ 

 

畢
竟
如
何
。

答
３ 

 「p

で
も
な
い
、
非p

で
も
な
い
」
即
「p

か
非p

か

の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」。

こ
れ
は
結
局
、p

即~p

に
等
し
い
。

 
(~p

・~~p)/(p

・⌵
~p)

 
=(~p

・~~p)

・(p

・⌵
~p)

・(~p

・~~p)⌵
(p⌵

~p)

 
=(~p

・~~p)

・(p⌵
~p)

 
=(p

・~p)

・(p ⌵
~p)

 
=p/~p　

(p

即~p)

。

問
４ 

そ
れ
を
こ
こ
に
出
し
て
み
よ
。

答
４ 

答
が
出
さ
れ
る
。

実
例
１ 

碧
巌
録
五
五　

道
悟
漸
源
弔
慰

問
１ 

生
か
死
か

答
１ 

生
で
も
な
い
。
死
で
も
な
い
。

問
答
の
形
は
こ
こ
ま
で
だ
が
、
本
則
の
終
わ
り
に
出
て
く
る

「
先
師
の
霊
骨
な
お
猶
お
在
り
」
は
問
４
へ
の
答
４
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
「
死
ん
だ
達
磨
大
師
は
こ
こ
に
い
る

ぞ
」
と
い
う
第
一
則
頌
の
言
葉
と
同
じ
く
、「
生
で
も
な
い
、
死

で
も
な
い
」
こ
と
だ
が
、
そ
の
働
き
は
そ
の
都
度
の
生
（
か
死
）

で
あ
る
わ
け
だ
。

例
１　

碧
巌
録
二
は
碧
巌
録
一
と
並
ん
で
大
変
重
要
な
則
だ

と
思
う
。
し
か
し
論
理
的
に
は
整
理
し
て
読
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

趙
州
衆
に
示
し
て
い
は
く
、
至
道
無
難　

唯
嫌
揀
択
（
け
ん
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じ
ゃ
く
）（
こ
れ
は
三
祖
の
『
信
心
銘
』
の
言
葉
で
、
揀
択
と
は

え
り
好
み
の
こ
と
）。
わ
ず
か
に
語
言
あ
れ
ば
是
棟
択　

是
明
白

（
明
白
は
揀
択
の
否
定
）。
老
僧
は
明
白
裡
に
あ
ら
ず
。
是
汝
還

っ
て
護
惜
す
や
ま
た
無
し
や
。
時
に
僧
有
り
、
問
う
、
既
に
明

白
裡
に
あ
ら
ず
ば
箇
の
な
に
を
か
護
惜
せ
ん
。
州
い
わ
く
、
我

も
ま
た
知
ら
ず
。
僧
い
は
く
、
和
尚
す
で
に
知
ら
ず
ん
ば
、
な

ん
と
し
て
か
か
え
っ
て
明
白
裡
に
あ
ら
ず
と
い
う
。
州
い
は
く
、

事
を
問
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
得
た
り
、
礼
拝
し
了
っ
て
退
け
。

至
道
は
え
り
好
み
を
し
な
い
。
し
か
し
「
し
な
い
」
と
い
う

と
、
そ
れ
は
「
す
る
」
の
否
定
だ
か
ら
、「
し
な
い
」
は
か
え
っ

て
、「
す
る
か
」、「
し
な
い
か
」
の
間
で
し
な
い
方
に
「
え
り
好

み
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
「
す
る
と
し
な
い

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
い
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
一
応
趙
州
の
「
老
僧
は
明
白
裡
に
在
ら
ず
」
だ
が
、
ま
だ
そ

れ
で
は
終
わ
ら
な
い
。
碧
巌
録
二
の
問
答
の
論
理
的
全
体
を
上

記
の
モ
デ
ル
に
し
た
が
っ
て
あ
え
て
再
構
成
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

問
１ 

 「
至
道
無
難　

唯
嫌
揀
択
」
と
い
っ
て
も
、「
揀
択
し
な

い
」
と
い
え
ば
や
は
り
揀
択
の
一
種
と
な
る
。
い
っ
た

い
揀
択
「
す
る
」
の
か
「
し
な
い
」
の
か
。

答
１ 

 「
す
る
」
で
も
な
く
「
し
な
い
」
で
も
な
い
。（
す
る
が

し
な
い
で
、
し
な
い
が
す
る
だ
）。

問
２ 

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答 
 （

そ
の
都
度
）「
す
る
」
か
「
し
な
い
」
か
ど
ち
ら
か
だ

と
い
う
こ
と
だ
。

問
３ 

畢
竟
如
何

答
３ 

 「
す
る
で
も
な
く
し
な
い
で
も
な
い
」
即
「
す
る
か
し

な
い
か
ど
ち
ら
か
だ
」。
こ
れ
が
「
明
白
裡
に
あ
ら
ず
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
「
揀
択
」
即
「
明
白
」
と
い
っ
て
も
よ
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
無
心
の
揀
択
は
我
欲
的
揀
択
の
否
定
に
な
る
。
だ

か
ら
無
心
に
「
揀
択
す
る
」
こ
と
は
「
え
り
好
み
し
な
い
」
こ

と
で
、
無
心
に
「
揀
択
な
い
」
こ
と
は
、
か
え
っ
て
し
か
る
べ

き
行
為
の
選
択
に
な
る
。

答
３
の
「
す
る
で
も
な
く
し
な
い
で
も
な
い
」
即
「
す
る
か

し
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
」
の
意
味
は
、「
す
る
」
が
「
し
な
い
」
で
、

「
し
な
い
」
が
「
す
る
」
だ
（
以
上
「
即
」
の
左
辺
）、
そ
れ
は
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即
、
そ
の
都
度
、
選
択
を
す
る
か
し
な
い
か
ど
ち
ら
か
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
（
以
上
「
即
」
の
右
辺
）
で
あ
る
。

「
す
る
で
も
な
く
し
な
い
で
も
な
い
」
は
久
松
真
一
の
い
わ
ゆ

る
基
本
公
案
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
「
す
る
も
不
可
、
せ
ざ

る
も
不
可
。
そ
の
と
き
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

上
記
の
形
か
ら
す
れ
ば
、
答
は
、
ま
ず
は
「
作
即
無
作
」、「
し

て
も
し
な
い
、
し
な
く
て
も
す
る
」
こ
と
だ
。
上
述
の
よ
う
に

イ
エ
ス
は
「
施
し
を
す
る
と
き
は
、
右
手
の
し
て
い
る
こ
と
を

左
手
に
知
ら
せ
る
な
」（
マ
タ
イ
六
・
三
）
と
い
う
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
無
心
の
作
は
無
作
で
、
無
心
の
無
作
は
作
で
あ
る
、
だ

か
ら
無
心
は
そ
の
都
度
「
何
を
す
る
か
し
な
い
か
を
選
ぶ
」
も

の
だ
、と
い
う
こ
と
に
な
る
（「
即
」
の
右
辺
）。「
無
相
の
自
己
」

は
こ
の
よ
う
に
働
く
。
こ
れ
は
有
と
無
、
価
値
と
無
価
値
の
二

律
背
反
の
な
か
で
絶
命
し
た
人
間
が
「
無
相
の
自
己
」
に
よ
み

が
え
っ
た
無
心
の
立
場
で
成
り
立
っ
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て

久
松
の
立
場
は
趙
州
の
立
場
と
一
致
す
る
。
な
お
碧
巌
録
二
の

問
答
の
後
半
に
出
て
来
る
僧
の
言
葉
だ
が
、
趙
州
の
「
何
を
護

借
す
る
か
知
ら
な
い
」（
無
心
）
こ
と
が
彼
は
「
明
白
裡
に
あ
ら

ず
」
と
い
う
こ
と
な
の
に
、
僧
は
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
よ

う
に
み
え
る
。
と
す
れ
ば
（
場
所
論
の
意
味
で
）
非
論
理
的
な

の
は
僧
の
方
で
あ
る
。
趙
州
は
そ
れ
を
指
摘
し
な
い
が
、「
礼
拝

し
了
っ
て
退
け
」
は
こ
こ
で
僧
が
「
選
び
と
る
」
べ
き
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
（
答
４
）。
以
上
の
よ
う
に
、
場
所
論
の
記
号
化

は
禅
言
語
の
分
析
に
役
立
つ
と
思
う
。

応
用
２

（1

）
式
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
左
辺
はG

�
I�

で
あ
る
。
こ

れ
は
す
で
に
場
所
論
の
言
語
が
全
体
と
し
て
動
詞
文
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
右
辺
も
全
体
と
し
て
力
の
場
に
お
け
る
動

的
関
係
を
語
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
が
動
詞
文
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
主
語
で
あ
る
名
詞
（
一
般
に
主
要
な
名
詞
）

が
実
は
動
名
詞
あ
る
い
は
分
詞
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

実
際
、
こ
の
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
四
・
七
の
「
愛

す
る
者
は
神
を
知
る
」
に
お
い
て
主
語
「
愛
す
る
者
」
は
動
詞

「
愛
す
る
」
の
現
在
分
詞
に
冠
詞
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
（
ホ
・

ア
ガ
ポ
ー
ン
、der Liebende

）。
八
節
に
「
神
は
愛
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
る
。
神
は
存
在
で
は
な
く
、
働
き
で
あ
る
（
ビ
リ
ピ

二
・
一
三
、五
・
一
七
参
照
）。
換
言
す
れ
ば
場
所
論
の
文
は
「
実
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体
詞
」
を
主
語
と
し
「
…
で
あ
る
」
を
述
語
と
す
る
名
詞
文
（
こ

の
場
合
…
は
名
詞
に
な
る
）
で
は
な
い
。
碧
巌
録
か
ら
一
例
を

あ
げ
る
（
九
〇
則
）。
僧
が
智
門
に
「
般
若
の
体
は
な
に
か
」
と

問
う
。
智
門
は
「
蛤
が
名
月
を
含
む
」
と
答
え
る
。
こ
れ
は
言

い
伝
え
で
、
月
の
夜
に
蛤
が
海
上
に
浮
か
ん
で
月
光
を
含
み
、

真
珠
を
生
む
の
だ
と
い
う
。さ
ら
に
僧
が「
般
若
の
用
は
な
に
か
」

と
問
う
と
、
智
門
は
「
兎
子
懐
胎
す
」
と
答
え
る
。
こ
れ
も
言

い
伝
え
で
、
兎
に
は
雄
が
い
な
い
か
ら
、
雌
兎
は
中
秋
名
月
の

光
を
呑
ん
で
孕
む
の
だ
と
い
う
。
我
々
に
興
味
が
あ
る
の
は「
体

は
な
に
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
蛤
の
孕
む
「
働
き
」
を
も

っ
て
答
え
て
い
る
点
で
あ
る
。「
用
は
な
に
か
」
の
間
に
対
し
て

も
同
様
で
あ
る
。
頌
に
「
蛤
が
兎
を
含
む
」
と
い
わ
れ
て
い
る

の
が
意
味
深
い
。
つ
ま
り
体
（
そ
れ
を
構
成
す
る
の
は
実
は
用

で
あ
る
）は
用
を
排
除
せ
ず
、用
を
も
っ
て
体
と
す
る
わ
け
だ（
ヨ

ハ
ネ
四
・
三
四
参
照
。
こ
こ
で
イ
エ
ス
は
「
私
の
食
物
は
神
の
意

志
を
遂
行
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
）。
な
お
、
場
所
論
は
自
覚
言

語
だ
か
ら
全
体
と
し
て
自
覚
表
現
の
言
語
で
あ
っ
て
、
客
観
的

対
象
を
記
述
す
る
言
語
で
は
な
い
。
表
現
言
語
の
名
詞
に
指
示

対
象
が
欠
け
る
こ
と
は
普
通
だ
が
（
小
説
や
詩
に
登
場
す
る
事

物
は
客
観
的
対
象
と
し
て
実
在
し
な
く
て
も
よ
い
）、
さ
ら
に
抽

象
名
詞
に
は
（
記
述
言
語
で
も
）
客
観
的
に
指
示
可
能
な
対
象

は
な
い
。
場
所
論
の
言
語
は
自
覚
表
現
の
言
語
で
あ
っ
て
、
し

か
も
動
詞
文
で
あ
る
。
名
詞
は
動
名
詞
か
（
動
詞
の
）
分
詞
で

あ
る
。
だ
か
ら
場
所
論
の
言
語
は
い
か
な
る
実
体
的
事
物
を
立

て
る
こ
と
が
な
い
。
我
々
の
シ
ン
タ
ッ
ク
は
そ
れ
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
場
所
論
言
語
の
分
析
が
可
能
だ
が
、
紙

面
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
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